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（様式５） 

 

市民意見募集手続の結果について 

 

１ 計画等の案の名称  上田市立地適正化計画（案） 

 

２ 募集期間  平成 31 年 1 月 7日（月曜日）から平成 31年 2 月 5日（火曜日）まで 

 

３ 実施結果 

 （１）件 数   11 件（5 人）     

 （２）提出方法 

持参 郵便 電子メール ファクシミリ 計 

3 件（1 人） 0 件（0 人） 6 件（2 人） 2 件（2 人） 11 件（5 人） 

  

４ 意見に対する市の考え方  

 （１）計画案に修正・追記を求める意見 

  【計画案を修正・追記する】 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

  （な し）  

 

  【計画案を修正しないが、今後、参考・検討とする】 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

  （な し）  

 

  【検討の結果、計画案に反映しない】 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

  （な し）  

 

 （２）計画案に修正・追記を求めない意見 

  【その他意見】 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

1 意見 

（人口減少） 

・少子高齢化は予定よりも早いス

ピードで進んでいるのではない

か。今後、活動地域のコンパクト

化が必要となり、これによりイン

フラの削減、老朽化した設備の

補修費用を考えていく必要があ

る。 

上田市における少子高齢化は、ほぼ国立

社会保障・人口問題研究所の推計値のとお

りとなっています。一方、市の総人口は、推

計より緩やかな減少にとどまっていますが、

一部の地域では推計を越えて減少が進んで

います。 

人口が減少していく中、インフラや行政サ

ービスの維持が今後の課題となり、将来に

備えた公共施設のマネジメントが必要になる

と考えています。 

人口減少による様々な将来の危惧に対し
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て、市民と行政が知恵を出し合い、話し合え

る場等がこれまで以上に必要になると考え

ています。 

2 提案 

（新たな仕組

み作り） 

・人口減少により、魅力の低下、

働く場所の減少、交通サービス

の低下、コミュニティの衰退の他

に、廃屋の増加、耕作放棄地の

拡大が問題。行政サービスの低

下は避けられないことから、残す

ものと止めるものを区分し、廃屋

については、取り壊しを促すよう

な固定資産税の課税方法へ変

更し、耕作放棄地については、

農業の担い手の養成に対し、行

政、ＪＡ、地域で組織化した仕組

みをつくり、市民より環境税等を

徴収し耕作者へ充当するのはど

うか。 

人口減少により様々な問題の発生が危惧

されます。 

この問題に対して、市民と行政が知恵を

出し合い話し合える、新たな仕組みへの検

討も必要になると考えています。 

3 意見 

（行政改革） 

・人口減少により、「不便なく暮ら

すこと」、「生活の質の維持」は難

しくなることが予想されることか

ら、従来と同じサービスを続けら

れないことを市民に説明し、理解

を求め、行政改革を断行し、行政

の無駄を除去することが先決。 

将来の上田市の姿を想像することは、な

かなか難しいことですが、はっきりしている

のは「人口が減少する」ということです。 

先ずは、現状と将来の状況を市民と行政

が共通認識し、持続可能なまちづくりのため

の話し合いを今後も続けることが大切である

と考えています。 

その中で、新たな仕組みの検討も行われ

ていくものと考えています。 

4 要望 

（土地利用） 

・計画書122ページから126ペー

ジまでの上田西部地域は、現

状、市街地化しているが、用途地

域に工業専用地域がある。この

地域はこれからますます発展し

ていく場所であることから、上田

西部地域の工業専用地域の見

直しを願う。 

土地利用のルールである用途地域が上

田市に施行されて約 70 年が経過します。こ

の間、用途地域が現財の土地利用と乖離し

てきている地域が存在します。 

人口減少社会の到来も視野に入れ、土地

利用の次の展開を進めたいと考えていま

す。 

5 意見 

（拠点施設） 

・計画書 81 ページ、「10-5 拠点

の整理」の丸子温泉郷における

拠点の概念が理解できない。観

光拠点となる施設はいろいろ考

えられる。 

本計画では中心市街地、郊外地域、田園

地域、観光地域等が、それぞれの特色を活

かしながら、互いに依存しあう良好な関係を

保ち続けることで「住みやすい上田市」が実

現されると考えています。そのためには、そ

れぞれの地域が元気である必要があり、地

域を元気にする活動の中で各施設にいろい

ろな位置付けを持たせ活用していくことが大

切だと考えています。 

 

6 提案 

（庁内連携） 

・耕作放棄地と観光を結び付け、

丸子温泉郷においてもクラインガ

これからの“まちづくり”は、様々な立場の

人が情報を共有し合い、連携していく必要が
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ルテンの手法を取り入れる研究

を、農林課、観光課など課の枠

組みを外して考えてほしい。 

あると考えています。今後、“まちづくり”にお

いてクラインガルテンやそれ以外の手法に

ついても、地域のみなさんや関連機関、行

政が連携して研究を進めていくことが重要で

あると考えています。 

7 提案 

（市民協働） 

・できるだけ早い段階で地域住

民へ本計画書の趣旨と課題を説

明し、解決のため多くの人々と話

し合う場を作ってほしい。 

本計画は、人口減少社会に対応した“ま

ちづくり”を推進するために、基本的な方針

や区域、拠点を設定する「枠組み作り計画」

と言えます。「具体的な施策」や「まちづくり」

については、計画策定後、地域のみなさんと

行政が共に考えることが基本となることか

ら、今後は多くの人々（市民、関係機関及び

行政）が話し合う場が増えていくと考えてい

ます。 

8 要望 

（農山村の振

興） 

・国連は「持続可能な開発目標

（SDGs）」を提案しており、国も

「持続可能で強靭、そして誰一人

取り残さない、経済、社会、環境

の統合的向上が実現された未来

への先駆者を目指す」としてい

る。こうした方向性を先取りする

ことは数年後主流となる国の要

求にも答えられるものと確信する

が、「SDGs 実施指針」における

「８つの優先課題と具体的施策」

の一つ「③成長市場の創出、地

域活性化、科学技術イノベーショ

ン」に記された項目の一つにある

「農山漁村の振興」について、本

計画には 142 ページ川西地域将

来像、216 ページ空き家対策の

中に記述されているのみ。上田

市は大げさに言えば、ほとんど

の集落は農村、山村。それなり

の対応をしてほしい。 

御意見にあります SDGs は、市が策定す

る様々な計画の根底にあるものと考えてい

ます。本計画においても、「SDGs 実施指針」

における「８つの優先課題と具体的施策」の

一つ「④持続可能で強靭な国土と質の高い

インフラの整備」に記された項目「持続可能

で強靭なまちづくり（「コンパクト＋ネットワー

ク」推進）が根底にあると考えています。 

視野の広い御意見であり、参考にさせて

いただきます。 

9 意見 

（施設立地計

画） 

・本計画の可否は、市の財政基

盤による。市税の中で固定資産

税の占める比率は大きく、固定

資産税収入増収をめざした社会

インフラ整備は大きな課題と考え

る。例えば、鹿教湯温泉は全盛

期、旧丸子町の直接税収の17％

～18％を負担していたと推定さ

れ、その大部分は都市計画税だ

が、過去に鹿教湯温泉地域に都

市計画事業で整備された施設は

ない。都市計画税は目的税であ

人口減少が進む中、将来の人口規規模

に合わせたまちづくりを進めていく必要があ

り、今後は既存ストックの活用、施設の長寿

命化が基本となります。 

本計画に具体的な施設整備の記載はあ

りませんが、必要な施設は施策とともに検討

が行われます。 
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り、都市計画事業に充てられるも

のであるが、計画書内に具体的

な立地計画は記載されていな

い。本計画において適切な立地

計画が施策として策定されること

を期待する。 

10 意見 

（上田市の立

場） 

・拠点都市としての自覚と誇りを

持ち「広域」としての地域を主導

するような将来計画を期待する。 

中心拠点の「都市機能施設（賑わい、商

業、教育、医療等の施設）」は、施設利用す

るという形で上田圏域に居住する人々の生

活を支えており、また一方で上田圏域に居

住する人々が、都市機能施設を利用するこ

とで、同施設の都市機能維持に寄与してい

ると言え、市民だけでなく上田圏域に暮らす

人々のための施設となっていることから、東

信地域の中核都市である上田市を持続可

能な都市として、永く持続することが必要で

あると考えています。 

 

 

 

  【反対意見】 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

11 意見 

（計画策定に

反対） 

・以下の理由により立地適正化

計画・コンパクトシティに反対。 

 有識者・市民の間でも、まだ賛

否のあるコンパクトシティを助成

金のために急ぎ策定するのは時

期尚早 

 多様な価値観や自由を尊重し

た政策とは言えない 

 資産価値の格差がおこる 

 上田の宝・魅力である自然の

荒廃、農業離れが進む 

 土地を守りたいという思いに対

して非情な政策 

 行政コスト抑制や市民力を生

かすなど、方法は他にもあるは

ず 

市では、国の支援制度の変更に対応し、

本計画を策定し、今後も引き続き支援制度

を活用していきたいと考えています。 

人口減少が進むことが予想される中、地

域を存続していくためには、「住みたい」「住

み続けたい」と思えるまちづくりを進めていく

事が大切と考えています。 

そのため、先ずは今の「生活の質」の維持

が必要であると考えており、上田市の現状と

予想される将来の状況について、市民と行

政が共通の認識を持つことが必要であると

考えています。 

 

  ※類似の意見はまとめて回答しているため、提出件数と一致しない場合があります。 


